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■ はじめに ～ 実践の背景 ～

(1) 自己紹介
(2) 勤務校の概要
(3) 過去の研修の機会
■ 生徒自らが課題発見・解決を目指した「体育」授業

(1) GoogleClassroomを活用したフィードバック【知識・技能】
(2) 学習指導要領を踏まえた技能テスト内容の検討【知識・技能】
(3) 視覚的教具を用いたグループ学習【思考・判断・表現】
(4) 探究的グループ学習【思考・判断・表現】
(5) 相互評価を通した協働的な学び【主体的な態度（略）】
(6) 課題解決に向けた協働的な学び～事前事後の比較から～

【技能及び主体的な態度（略）】
■ ＩＣＴを用いた「保健」単元テスト（参考）
■ まとめ

1 本日の発表内容
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(1)  自己紹介

①平成２２年４月～平成２９年３月
北海道斜里高等学校【総合学科】勤務（３間口）
※平成２７年２間口完成

②平成２９年４月～令和６年３月
北海道留萌高等学校【電建・情報・普通の３学科】勤務（５間口）
※平成３０年北海道留萌高等学校（４間口）と北海道留萌千望
高等学校（２間口）が統合

③令和６年４月～
北海道札幌月寒高等学校

【普通科】勤務（８間口）

斜里町について
2 はじめに ～ 実践の背景 ～



(2) 勤務校の概要
北海道札幌月寒高等学校
創立：昭和２４年（１９４９年）
校訓：「自主・自立」「親和・協力」
令和５年３月卒業生進路：国公立合格者（道内９４名、道外５４名）

斜里町について
2 はじめに ～ 実践の背景 ～

年齢構成

２０ｰ３５ ３６ｰ４０ ４１ｰ４５ ４６ｰ５０ ５１ｰ５５ ５６ｰ６０ ６１ｰ６５ 平均

0 1 4 19 19 12 5 52.6

教員経験年数

１ｰ５ ６ｰ１０ １１ｰ１５ １６ｰ２０ ２１ｰ２５ ２６ｰ３０ ３１ｰ３５ ３６ｰ４０ 平均

0 0 4 5 11 15 14 11 28

本校勤務年数

１ｰ３ ４ｰ６ ７ｰ９ １０ｰ１２ １３ｰ１５ １６ｰ 平均

33 10 8 7 1 1 4.9



(3) 過去の研修の機会

・初任校時代：授業づくりの試行錯誤はしていたものの教師主導
型の授業が中心だった。

・２校目時代：学習指導要領の改訂時期となり、自身の授業につ
いて見直す機会を多々頂き、研鑽を積む。

①道北ブロック授業改善セミナー講師【体育理論】（令和元年）
②国立教育政策研究所教育課程研究指定校事業【保健分野】
（令和２年） ⇒ 新型コロナウィルスで中止
⇒地域教職員研修促進費に係る地域連携研修 発表
③道北ブロック授業改善セミナー講師【保健分野】（令和２年）
④道北ブロック授業改善セミナー講師【体育分野】（令和５年）

斜里町について
2 はじめに ～ 実践の背景 ～



(3) 過去の研修の機会

・現在：１年目

１年生男子３単位、１年生女子３単位
２年生男子２単位、３年生 ４単位
１年生保健２単位 を担当

他の体育科の先生方と調和を図りながら、生徒の状況を見な
がら、手探り状態で１年目が終わろうとしている。

実践らしい実践は、特段できていない。
本日は、過去の実践を発表します。

斜里町について
2 はじめに ～ 実践の背景 ～



斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業



(1) GoogleClassroomを活用したフィードバック 【知識・技能】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

①概要を生徒に提示
・単元の目標
・単元計画
・評価規準
・技能テスト内容

②授業振り返りシート
※内容は単元によって様々

③単元のまとめ
※知識、思表、主体の内容
が垣間見られるようなもの



(1) GoogleClassroomを活用したフィードバック 【知識・技能】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業



(1) GoogleClassroomを活用したフィードバック 【知識・技能】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

成 果 課 題

・予め生徒に計画及び内
容を伝えることができる
ため、全体像や最終的な
ゴールを見据えながら授
業を進めることができる。
・授業で伝えている内容
等を生徒の記述で確認す
ることができるため、理
解度が見える。

・予め評価規準について
一定のラインを引いてお
かなければ、評価に困る。
・単元計画から変更をか
けるか否かの判断を迫ら
れた際に後戻りがしづら
い。



(2) 学習指導要領を踏まえた技能テスト内容の検討【知識・技能】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

なぜ、このテストを行うか
を明示する。
サーブやレシーブにおけ
る技能テストを、生徒の
状況に合わせて難易度
設定する



(2) 学習指導要領を踏まえた技能テスト内容の検討【知識・技能】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業



(2) 学習指導要領を踏まえた技能テスト内容の検討【知識・技能】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

成 果 課 題

・「例示」から生徒の状
況に合わせてレベル設定
をすることができる点で
容易（悩むことがない）。
・予め技能テスト内容を
提示することで、生徒へ
の「意識付け」ができ、
それに取り組もうとする。

・予め授業実施前の生徒
の技能レベルと授業実施
後の技能レベルを推察す
る必要があるため、１学
年及び着任１年目は課題
設定が困難。



斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

「思考・判断・表現」の評価は、主に学習カード等に記述された内容から評価の材料を得る
場合が多いことから、指導からの期間を置かず評価をすることが考えられる。さらに、生徒
の発言等の観察評価によって得られた評価の材料を加味して評価の妥当性、信頼性等を
高める工夫をすることが考えられる。
（例）
・論述やレポートの作成、グループでの話し合いなど、多様な活動を取り入れる。
・ポートフォリオを活用する。

体育　「思考・判断・表現」の評価

〇各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために思考力、判断力、表現
力等を身につけているかどうか評価する。

指導と評価のポイント

生徒が思考し、判断することができるよにするための知識や技能を検討するとともに、活用
させる場面の設定やどのような活動をさせるか、について具体化することが大切。各指導
内容や評価規準を整理し、指導内容間のつながりを確認しておくこと。評価規準の実現状
況を的確に捉えるため、判断の目安を事前に作成し、それにあてはめる形で評価すること
も考えられる。

評価機会と評価方法



(3) 視覚的教具を用いたグループ学習【思考・判断・表現】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

基本的な知識・技能の学習を経て ⇒ グループ学習・反省・共有



(3) 視覚的教具を用いたグループ学習【思考・判断・表現】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

基本的な知識・技能の学習を経て ⇒ グループ学習・反省の共有



(3) 視覚的教具を用いたグループ学習【思考・判断・表現】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

成 果 課 題

（作戦ボード）
・原始的ではあるが可視
化しやすいため、イメー
ジがしやすい。

（GoogleClassroom）
・気兼ねなく全員が打ち
込むことができ、瞬時に
全員が見ることができる。

（作戦ボード）
・知識のある生徒が１人
で説明・反省しがちにな
る。

（GoogleClassroom）
・多岐に渡る反省がある
ため、その場での集約及
びまとめがしづらい。



(4) 探究的グループ学習【思考・判断・表現】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

時期：２年１１月

グループで課題解決のために取り組んだ練習は、

試合の反省 グループにおけるゲーム課題を具体的に記入すること

個人反省 今日のグループ練習における考えや気付き等を具体的に記入すること

ゲームにて実践

課題発見・共有

練習・反省・発見

再びゲーム



(4) 探究的グループ学習【思考・判断・表現】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

成 果 課 題

・同じグループで実施し
ていくため、それぞれの
できない点について共有
ができ、自然と教え合う
姿が生まれてくる。
・集団が小さく実施でき
るため、生徒同士におけ
る一人一人に対するアド
バイス量は増える。

・課題解決のための知識
（練習内容や方法）をあ
る程度得ていなければレ
ベルは落ちる。
・経験者等が柱となるが、
その生徒への負担は大き
くなりがち。



斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

体育　「主体的に学習に取り組む態度」の評価

評価機会と評価方法

「主体的に学習に取り組む態度」の評価は、態度の育成に一定の学習期間が必要となるこ
と、主に観察評価によって評価を行うことから、指導後に一定の学習期間及び評価期間を
設けるなどのことが考えられる。
（例）
・ノートやレポート等における記述
・授業中の発言、教師による行動観察
・児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に考慮する材料の
一つとして用いる。

①自主性②ルールマナー・フェアプレー③讃え合い・教え合い
④責任⑤参加⑥他者理解⑦安全



(5) 相互評価を通した協働的な学び【主体的に学習に取り組む態度】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

ＩＣＴの活用

相互評価の併用

互いに確認

課題を確認

再度実践

陸上競技



(5) 相互評価を通した協働的な学び【主体的に学習に取り組む態度】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

マット運動



(5) 相互評価を通した協働的な学び【主体的に学習に取り組む態度】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

単元：創作ダンス

表現できそうなテーマをアンケート実施

そのアンケートを厳選し、班ごとに振り分け表現内容の検討

２人１組で表現内容を吟味し、身体活動を通して模索

即興表現の発表・反省

チームで簡単な作品にまとめる



(5) 相互評価を通した協働的な学び【主体的に学習に取り組む態度】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

ダンス（即興表現）

ＩＣＴの活用

相互評価（アドバイス・助言）・自己評価

再度、より良い表現方法について模索・検討・実践

再発表



(5) 相互評価を通した協働的な学び【主体的に学習に取り組む態度】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

ダンス（即興表現）



(5) 相互評価を通した協働的な学び【主体的に学習に取り組む態度】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

成 果 課 題

・生徒同士で指摘し合う
ため、教師が指摘するよ
りも柔らかくなり、お互
いに楽しく技能を高めや
すい。
・評価しようとする着眼
点に注目するため、自己
の確認（比較）にもなる。

・生徒同士のやりとりは
意外と優しいため、技能
レベルが達していなくて
も、甘くなる傾向がある。
また、甘くなるどころか
遠慮して何も言わない
ケースもあるが、それく
らいがちょうど良い生徒
もいる。



斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

(6) 課題解決に向けた協働的な学び～事前事後の比較から～

【技能及び主体的に学習に取り組む態度】



(6) 課題解決に向けた協働的な学び～事前事後の比較から～

【技能及び主体的に学習に取り組む態度】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

＜学習指導要領 例示 入学年次：バスケットボール（女子）＞
・ゴールの枠内にシュートをコントロールすること
・守備者とボールの間に自分の体を入れてボールをキープすること
・パスを出した後に次のパスを受ける動きをすること



(6) 課題解決に向けた協働的な学び～事前事後の比較から～

【技能及び主体的に学習に取り組む態度】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業



(6) 課題解決に向けた協働的な学び～事前事後の比較から～

【技能及び主体的に学習に取り組む態度】

斜里町について
3 生徒自らが課題発見・解決を目指した体育授業

成 果 課 題

・単元における授業１時
間目と様々な活動を通し
た実施後を数値で見比べ、
自己の成長度合いを可視
化することができる。
・どうしたら記録が上が
るのかを意識しなくとも
自然と考えるようになる。

・もともと技能レベルが
高い生徒（部活動生）か
らすると、あまり面白み
を感じない。
・事前事後の差が生徒に
より様々なため、評価す
るのに苦慮する。



本校では、試験的に１学年を対象にGoogleFormを活用した「前
期期末単元テスト」を実施した。

Wi-Fiの混雑や動作不具合が起きることも考慮し、「考査」とはせ
ず、授業内で１～４組及び５～８組に分け実施した。

＜実施の不具合や課題等＞
・ロックをかけた際、アクセスできないと表示された生徒が多数
・割り当てられたメールアドレス以外でログインしている生徒はロッ
ク画面とならなかった
・当日欠席生徒の割り当てを外す手間があった
・解答例を飛び越える生徒の加点を目視で確認しなければならな
かった

斜里町について
４ ＩＣＴを用いた「保健」単元テスト（参考）



斜里町について
４ ＩＣＴを用いた「保健」単元テスト（参考）



斜里町について
４ ＩＣＴを用いた「保健」単元テスト（参考）

タブレットにおける知識を問う：８０点
紙面上における思考判断表現を問う：２０点



斜里町について
５ まとめ

様々な授業内容及び授業実践の検討
⇒その中のどこを評価するかも視野（計画）に入れる

【指導と評価の一体化】

自分自身の根底として・・・

評価ありき（評価先行）とならず、

生徒らがわいわいがやがや【活動的】になるような授業
を実践する中で、「楽しい！」「うれしい！」「悔しい！」「
なるほど！」「どうやってやるの？」「どうっだった？」な
ど生徒の活発な姿が多く見ることのできるような授業を
考えている。



様々な視点から生徒自らが
課題発見・解決を目指した体育授業

北海道札幌月寒高等学校 教諭 丸山 真望

令和６年度 第６２回北海道高等学校教育研究大会教科部会
会場：北海きたえーる

令和７年１月９日（木）保健体育部会


